
令和７年度作成

（有）黒川産業

[経営概要]
養鶏：福地鶏 約2,500羽

（卵、肉）

加工：菓子（カステラ、プリンなど）
総菜（ウインナー、手羽煮など）
キッチンカー（親子丼など）

「女性が輝く福井の農業」 vol.８

【輝く女性】 黒川 公美子さん 平澤 暁子さん

【代表取締役の黒川公美子さんからひとこと】

・福地鶏への転換・直接販売、加工事業により、お客様との距離
が近くなり、お客様の声を飼養改善や商品開発に活かしています。

・父が苦労して作り上げた会社を継続していきたいです。ブロイ
ラーと違って毎日採卵が必要になるなど経営スタイルが大きく変
化しましたが、自分のやりたいことに挑戦できています。

・平澤さんにはキッチンカーでの料理提供や菓子製造に関する
ことを任せており、我が社にとって欠かせない存在です。

。

（福井県あわら市北潟）

福地鶏の卵を手際よく集める黒川代表。
平飼いの鶏舎で福地鶏が健やかに育つ。

くろかわ くみこ

（発行：福井県農業試験場）

宗京明里さん（中央）が新たに入社し、
加工、飼育の体制が増強された。

福地鶏を抱く黒川代表

キッチンカーで販売する平澤さん

ひらさわ あきこ

【加工部門責任者の平澤暁子さんからひとこと】

・黒川代表の娘の友紀子さんとは調理専門学校の同期で、私も
６次産業化に関わりたいと思い入社しました。

・仕事の段取りや勤務形態を自由に決めることができる上、新
商品開発に向けた試作も自由に取り組め、働きやすいです。

・キッチンカー出店計画、商品製造計画、収支など加工部門に
関することはすべて任せられていて、やりがいがあります。

福井県のブランド地鶏「福地鶏」の飼育、生産品の加工に取り組む
(有)黒川産業。先代は肉用鶏（ブロイラー）を生産していたが、娘の
黒川公美子さんが平成29年から福地鶏の飼養を開始、その後、福
地鶏のみの飼養に経営転換し、令和6年に経営継承しました。
加工担当の平澤暁子さんは、新鮮な卵をふんだんに使ったカステラ
などを製造。週２回程度イベントや道の駅にキッチンカーで出店し、
福地鶏の卵と肉を両方を使った親子丼などを提供しています。

キッチンカーでイベント等に出店。
親子丼、プリン、エッグタルトが人気。

【女性活躍のポイント】
１．自分のしたいことに挑戦
・（黒川代表）先代のブロイラー生産の基盤や技術を引継ぎつつ、福地鶏（卵・肉）に経営転換
・（平澤さん）キッチンカーでの商品提供、福地鶏の卵や肉を使用した新商品開発に挑戦

２ お客様の声が届く、自分の想いが伝わる喜び． お客様の反応が原動力
・（黒川代表）福地鶏への経営転換・直接販売により、お客様の声が直に届き、作業の励みになる
・（黒川代表）ふるさと納税のお客様に毎回、日々の出来事や想いを伝えるお便りを発行している

３．自身での休日や労働時間の設定
・（平澤さん）仕込みや出店に合わせて勤務時間を自由に設定できる
・（平澤さん）閑散期となる冬期は休日を多めに設定し、旅行や帰省などを楽しむ
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